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空の玄関口を安全な場所にすることを目指します。

正確な情報を把握し、タイムリーに提供します。

　

私
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
港
が
と
て
も

好
き
で
、将
来
は
空
港
、港
湾
に
関
わ
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
際
、企
業
を
探
し
て
い
く

中
で
運
航
管
理
業
務
に
携
わ
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、「
A
N
A
エ
ア

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」の
採
用

試
験
を
受
け
ま
し
た
。私
の
夢
が
こ
こ

な
ら
叶
え
ら
れ
る
と
感
じ
て
入
社
し
、

今
年
で
５
年
目
。夢
中
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、

毎
日
新
し
い
発
見
が
あ
り
、充
実
し
て
い

ま
す
。

　

日
々
の
運
航
業
務
に
お
い
て
は
、主
に

航
空
機
の
離
発
着
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
に
、時
刻
通
り
に
離
発
着
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
、ま
た
、お
客
様
に
関
す
る

情
報
や
気
象
情
報
等
を
対
空
・
対
地
の
双
方

で
機
長
と
や
り
と
り
す
る
と
い
っ
た
業
務

で
す
。そ
こ
で
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

正
確
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
。特
に
気
象
情
報
は
、リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
変
化
し
ま
す
。そ
れ
を
き
ち
ん
と

分
析
し
、見
極
め
、伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。航
空
機
は
お
客
様
を
乗
せ
て
飛
行

し
て
い
ま
す
の
で
、「
先
程
は
間
違
っ
て
い
ま

し
た
」で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。常
に
緊
張

感
を
持
ち
、正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
、

日
々
学
ぶ
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

入
社
３
年
目
の
時
に
、国
家
資
格
で
あ
る

「
運
航
管
理
者
技
能
検
定
」を
受
験
し
、運
航

管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。こ
の

資
格
を
得
た
こ
と
で
業
務
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
、そ
れ
に
加
え
、自
信
に
も
つ
な

が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。同
時
に
、責
任
の

重
さ
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
の
業
務
は
、お
客

様
を
羽
田
空
港
か
ら
目
的
地
ま
で
お
連
れ

す
る
こ
と
で
す
が
、そ
こ
に
は「
安
全
性
」

と
い
う
基
盤
の
上
に
安
心
感
と
快
適
性
も

お
届
け
し
な
い
と
い
け
な
い
、と
い
う
使
命
が

あ
り
ま
す
。飛
行
機
一
便
に
、数
多
く
の
仲

間
が
様
々
な
角
度
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
が
ご
利
用
に
な
ら
れ
る
最
初
か
ら

最
後
ま
で
、き
ち
ん
と
バ
ト
ン
を
渡
し
て
つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
な
役
割
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
業
務
は
、お
客
様
の
命
に
関
わ
る

も
の
で
す
の
で
、無
事
に
フ
ラ
イ
ト
が
終
了
し

た
こ
と
が
分
か
る
と
本
当
に
ほ
っ
と
し
ま
す
。

「
何
事
も
な
い
」と
い
う
こ
と
が
、こ
れ
ほ
ど

重
要
で
安
心
す
る
こ
と
な
の
だ
と
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。入
社
以
来
、先
輩
方
に
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
、学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か

し
て
様
々
な
支
援
、他
部
署
と
の
調
整
を
行

い
、そ
れ
を
実
際
の
フ
ラ
イ
ト
に
反
映
し
て

何
事
も
な
く
完
了
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は
、

こ
の
仕
事
の
大
き
な
や
り
が
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。仕
事
柄
、他
部
署
の
同
僚
や
乗
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
多
く
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
は
外
国
人
も
い
ま
す
。大
学
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
授
業
や
、「
相
互

理
解
を
深
め
る
」と
い
う
ゼ
ミ
で
の
学
び
が

ま
さ
に
今
、生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

何
事
も
な
い
こ
と
が
重
要
。

お
客
様
に
快
適
な
フ
ラ
イ
ト
を

卒
業
生
に

お
仕
事
に
つ
い
て
の
喜
び
や
、

獨
大
生
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ANAエアポートサービス株式会社
オペレーションマネジメント部

桝尾　健人さん（15年言卒）

桝尾さんのある一日のタイムスケジュール
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仕
事

現
場
か
ら

の

interview

■右崎正博名誉教授　自衛官募集の自治体協力についてコメン
ト（2月16日・東京新聞朝刊・1面）

■本学卒業生の桜井一さん（70年営卒）が世界らん展で日本
大賞を受賞（2月18日・読売新聞朝刊・2面）

■市川須美子法律学科教授　大津いじめ損害賠償判決について
コメント（2月20日・東京新聞朝刊・29面、3月13日・毎日
新聞朝刊〔滋賀版〕27面）

■山根一眞国際環境経済学科非常勤講師　「福井県年縞博物館」
の特別館長を務め、福井についてコメント（2月27日・日本経済
新聞・32面）

■平良好利地域総合研究所特任助手　沖縄県民投票に関する
論評が掲載された（3月3日・沖縄タイムス・2面）

■3月15日、地球温暖化対策の強化を各国政府などに求める
若者のデモが初めて世界一斉に行われた。参加した本学在学
生の佐藤エミリーさん（環4年）がこれについてコメント（3月
16日・毎日新聞朝刊〔東京版〕27面）

■3月17日、さいたま市で開催された、中東の民族クルド人の
新年の祭典「ネブロス」で、大学で難民について学び、クルド人
支援も行う、本学在学生の小泉秋乃さん（英4年）が民族衣装
を着て参加（3月18日・読売新聞朝刊・27面）

■福田求経営学科准教授　「平成と並走した情報メディア」と
題し、コラムを掲載（4月2日・埼玉新聞朝刊・5面コラム「経世
済民」）

メディアに登場した獨協大学
（19年2月16日～19年4月15日）

　週末の夜間を使って都内を一周する体育会ユースホス
テリング部のウォーキング・ラリー「山手線徒歩一周」が
行われます。
　このツアーは、ユースホステリング部創設（1965年）の
頃から続く歴史のあるイベントで、一時期中断していま
したが、昨年度ユースホステリング部が復活させました。
長時間のウォーキングを通じて共に行動し、協力すること
により、部員および参加者間の交流を深め、同時に見聞を
広めることを目的としています。
　特に新入生の皆さんにとっては、他の参加者と知り合う
良い機会となるでしょう。参加者を募集していますので、
奮ってご応募ください。

日　　時：５月１８日(土)～１９日(日) (小雨決行)
集　　合：５月１８日(土)　１７：００　日比谷公園
参 加 費：５００円　(保険代)
申込方法：dokkyo.youthhostel@gmail.com まで
　　　　  ご連絡ください
申込期間：５月１２日（日）まで
※動き易い服装で参加してください。

体育会ユースホステリング部が
「山手線徒歩一周」ツアーを開催します

■マンドリンクラブ　第92回定期演奏会
　日　時：5月18日(土)　開演16：00　開場15：30
　会　場：中央区立日本橋公会堂（日本橋劇場）
　備　考：入場無料

■雄飛祭参加希望団体　第１回合同説明会
　日　時：5月23日（木）　17：30～
　会　場：E-101教室
　対　象：参加を希望する団体　2名
　備　考：欠席の場合、その後の追加参加を原則認めること

はできません

■管弦楽部　第55回定期演奏会
　日　時：5月25日(土)　開演18：00　開場17：30
　会　場：サンシティホール　大ホール（埼玉県越谷市）
　備　考：入場料500円、高校生以下無料

■体育会フレッシュマンキャンプ
　日　程：5月26日（日）
　会　場：人工芝グラウンド、アリーナ
　対　象：体育会団体の新入部員全員

2019年5月　学友会イベント情報

★開会式
日　時：5月29日（水）　12：50～13：20
会　場：雄飛ホール
　書道研究会とアカペラサークルOLFMがオープニングパフォー
マンスを行います。

★目玉企画　卒業生対談　『夢のかなえ方（仮題）』
出　演：日本テレビアナウンサー 蛯原哲さん（97年律卒）

NST新潟総合テレビアナウンサー 井上綾夏さん（17年独卒）
日　時：5月29日（水）　15：45～ 
会　場：雄飛ホール
主　催：文化会広告研究会
　アナウンサーとして活躍中の本学卒業生が、現在に至るまで
の体験や学生時代の思い出、後輩へのアドバイスなどを対談
形式で語ります。

★クラブ・サークルのパフォーマンス、作品展示
期　間：5月29日（水）～6月1日（土）
時　間：昼休み、放課後

＜創造祭とは・・・＞
創造祭とは、文化系団体が中心となって、展示発表・演奏会などの企画を
行う大学祭です。参加団体は、日ごろの活動の成果を学内外へ発表する
ことを目的とし、各々個性あふれる出展に取り組みます。今年は、創造祭を
きっかけに1人1人の学生が真新しい学生生活を歩んでほしいと願い、
「Brand New 文花」としました。期間中は数多くの団体が来場者全ての
方にBrand Newな体験を届けてくれることを期待しています。皆様の
ご来場を心よりお待ちしております。

第４６回　創造祭　「Brand New 文花」
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